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interferon(IFN)-、IFN-、monocyte chemotactic protein(MCP)-1、E-selectin、P-selectin 
の前房水濃度をマルチプレックスアッセイ法にて測定した。全層角膜移植施行群におい
ては、術後6か月の時点の角膜内皮細胞密度が1200個/mm2未満の13眼group 1と1200個/
mm2以上の24眼group 2 とに分類した。 
 術前の角膜ドナーグラフトの角膜内皮細胞密度は、2717 ± 324個/mm2、全層角膜移植
術後1か月では2257 ± 634個/mm2、術後3か月では2238 ± 599個/mm2、術後6か月では1640 
± 711個/mm2であった。 
 単回帰分析の結果、角膜移植術後3か月の角膜内皮細胞密度と術前のIL-10、IFN-の前
房水中濃度との間に強い負の相関を（順にr = -0.428; P = 0.020、r = -0.412; P = 0.029)、
角膜移植術後6か月の角膜内皮細胞密度とIL-10、MCP-1、IFN-の前房水中濃度との間
に、強い負の相関を認めた（順にr = -0.399; P = 0.024、r = -0.444; P = 0.011、r = -0.474; 
P = 0.006)。術後6か月の角膜内皮細胞密度が1200個/mm2未満のgroup 1では、1200個/
mm2以上のgroup 2よりも、術前の前房水中のIL-6、IL-10、MCP-1、IFN-、P-selectinの








八 木  紫 
Preoperative Aqueous Cytokine Levels Are Associated With a Rapid Reduction in 
Endothelial Cells After Penetrating Keratoplasty 
（術前の前房水サイトカイン濃度と、全層角膜移植術後の急速な角膜内皮細胞密度の減 
 少の関係） 
